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 麻しんは毎年春から初夏にかけて流行します。特に今年は，全国的に大変流行して

います。感染力が強く，空気感染もするので，手洗い・マスクのみでの予防は困難で

す。予防接種を受けることで，麻しんにかからないようにすることができます。ご本

人はもちろん，ご家族や周りの人々を麻しんから守るためにも予防接種を受けましょ

う！！ 

＊衛生環境研究所のホームページからもご覧になれます＊ 

◆「京都市こどもの感染症」に関するお問い合わせ
 ○お近くの保健センター 
 ○京都市保健福祉局 保健医療課 （TEL:075-222-4421 FAX:075-222-3416） 
 ○京都市衛生環境研究所 管理課 （TEL:075-312-4942 FAX:075-311-3232） 

京都市印刷物 第 ２６２０３３ 号

京都市衛生環境研究所 

平成２６年５月 発行 

 

 38 度以上の高い熱がつづき，鼻汁・咳・ 

くしゃみなどの症状がでます。 

 一時的に熱が下りますが，再び発熱し，発疹 

が出現します。 

 合併症を併発すると，命に関わることもある 

恐い病気です。 

次次次ののの年年年齢齢齢のののおおお子子子さささんんんははは，，，無無無料料料ででで麻麻麻しししんんん・・・風風風しししんんんののの予予予防防防接接接種種種ががが受受受けけけららられれれままますすす

確実に免疫を獲得するために，接種は，第１期・第２期の合計，２回必要です！ 

  

《第２期》  

 対 象：小学校就学前の１年間にあるお子さん 
 (平成２６年度は平成２０年４月２日～平成２１年４月１日生まれの人) 

 接種期間：平成２７年３月３１日までに接種 

《第１期》  

 対 象：生後１２か月から２４か月に至るまでのお子さん 

 接種期間：２歳の誕生日の前日までに接種 

風しんの抗体（免疫の有無）検査を実施します！ 
期 間 ：平成２６年４月１日～平成２７年３月３1 日 

実施場所 ：協力医療機関，保健センター  

対 象 ：市内に住民票がある妊娠を希望する女性等 

        （その他要件あり） 

申 込 み ：協力医療機関あるいは保健センターに要予約 

 

平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年

直近５年の同時期 

麻しん流行状況（全国） 

昨年の倍以上に増加 

掲示期間：平成２６年５月１日～５月３１日


